予算要求資料
平成26年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：園芸特産物対策費　　　
	事業名　国際園芸アカデミー運営費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　農政部　国際園芸アカデミー　管理調整係　電話番号：0574-60-5250
　　　　　　　E-mail： c24413@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　45,129千円（前年度予算額：52,449千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	52,449
	0
	0
	8,212
	2,297
	0
	50
	0
	41,890

	要求額
	45,129
	0
	0
	9,281
	2,225
	0
	47
	0
	33,576

	決定額
	45,129
	0
	0
	9,281
	2,225
	0
	47
	0
	33,576


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・「花と緑の産業発展及び文化の振興」に寄与し、健康で心豊かな生活を創造できる専門的かつ総合的な知識及び技術を有する人材の育成を目指している。
・課題として、学校運営の見直しや学生募集活動の強化、進路就職指導の強化を図る必要がある。
（２）事業内容

・日本で初めて花と緑の分野に特化した県立の専修学校である、国際園芸アカデミーを運営する。
（３）県負担・補助率の考え方

・県立の専修学校であり、かつ県内の花と緑の産業界の発展に寄与するための人材を育成する国際園芸アカデミーの運営に必要な事業のため。
（４）類似事業の有無
　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	7,234
	・非常勤講師、雇員等に係る人件費

	旅費
	2,676
	・打ち合わせ、高校訪問旅費等

	需用費
	17,421
	・管理運営に必要な経費

	役務費
	2,395
	・電話、インターネット利用料

	委託料
	8,772
	・施設維持管理（警備、昇降機、空調保守）に必要な経費

	その他
	6,631
	・備品購入、教員宿舎借上料等

	合計
	45,129
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　花と緑の産業界で活躍できる人材、担い手を育成する学校として、実践を重視したカリキュラムで技能を十分に身に付けた人材を育成していく。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	受験者数
（マイスター科）
	34人
（H15）
	26人
（H21）
	21人
（H22）
	27人
（H24）
	30人
（H26）
	％
90.0

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　学生募集活動の強化

　優秀な学生を確保するため、農業系高校との連携強化、ホームページによる情報発信の充実、学校説明会の充実を図った。

　４月27日～５月６日（学校見学会）、７月７日（学校説明会）、
８月４～５日（オープンキャンパス）、９月７～８日（学校見学会）
10月12日（オープンキャンパス）、３月21日～30日（学校説明会　予定）　


（前年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　平成25年度の出願状況は、推薦入試が初めての高校が３校と学生募集の効果が出ている。

　今後は、学生をいかに優秀な人材に育成するか進路就職指導として、就職に有利な技能検定の資格取得対策をすすめる。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　学生募集が入学者の増加、優秀な学生の確保、ひいては花と緑の産業界で活躍できる人材育成につながるため、事業の必要性は高い。



	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　平成25年度の出願状況が前年より３校増加(10月30日現在)しており、事業効果が出ている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

△

	　効率的な学校訪問や情報の発信に努めているが、まだ改善、経費節減の余地はある。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　より学生が魅力を感じる学校運営を行うか、教職員が一丸となって取り組むかが課題である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　産業界の当アカデミーに対するニーズは高く、継続的に事業を取り組んでいく必要がある。



